
八幡

平の

地熱

ここ数年地熱開発を積極的におし進めようとする気

運が日本のみならず近くは東南アジア違くは欧州

･アメリカでも急速に高まりつつある.大げさにい

えば世界的な流行とさえいえるかもしれない.2,

3の例を示そう.

北アメリカのTheGeysersでは現在26,000kW

を発電しているが拡張工事が着々と進み1970年には

たいとん

80,000kWになるという.近いところでは台湾の大屯

火山の周辺で目下さかんに地熱探査が行たわれており

今年の3月ごろから深度500m､のテストボｰリングカミ

おろされる予定である.一方国連も地熱開発には意

欲的ですでにトノレコチリｰエルサノレバドルに援助資

金を出すことがきまりフィリピン台湾も援助を望ん

でいるとのこと.

これらの中で日本は最も活発に地熱開発をとり上げて

いる国の中に入るかもしれ枚い.というのは昨年だ

けで昭和新山(地質調査所)鹿部(北海道開発庁および

道立地下資源調査所)鬼首(電源開発)那須(栃木県)

の4地域で深度500㎜から1,000mのテストボｰリングが

次次とおろされたということからでもその辺の事膚を

知ることができよう.このほか八幡平で三菱金属株式

会社がやはり地熱開発のためテストボｰリングを行桓

う予定であったが自然公園審議会の許可がおりずとう

とう実施できなかった例もある.

このように内外を問わず地熱開発が叫ばれている最中

にいよいよ松川でわが国初めての地熱発電所が運転に

入ったことはわが国の地熱開発の歴史の上に特筆すべ

り

汐り

焦

ド

第1図

十和尚･八幡平

位置図

中村久由

き一頁を書き記したといっていいであろう.さらにこ

の夏には大岳で九州電力株式会杜が発電所の竣工式を

挙げることに放っておりこれでわが国も名実ともに

世界の仲間入りをしたといってはばから枚いものカミある.

日本の地熱開発は上で述べたように目下急ピッチで

進められているが今後の課題としては新規の開発地域

を探し出して行かねばならぬこと既開発地域の拡張を

図らねば枚らぬこと校どの事柄が挙げられる.

もともとわが国の地熱地域は第四紀の火山地帯に多

く分布するため地熱開発に当ってもたんに地点的な開

発調査だけにとどまらず広域的に地熱の分布地熱

と火山活動･地質構造との関係などの問題を究明する必

要がある.いうなればこのことは火山活動の場にお

ける地熱の地質学的位置をはっきりさせ地熱開発を有

利に進めるための材料に資するということである.

しかし現段階ではわが国の地熱に関する調査研究

はまだこの域まで達していたい.そこで1つ今後進

むべき方向への問題の投げかけとしてこれから八幡平

の地熱を取りあげてみたいと思う.もちろんこの八

幡平の中には昨年から発電を開始した松川を始め滝

の上後生掛だとの優秀な地熱地域も含まれるのでこ

れまで知られている各地域の調査結果や問題点だとも併

せて紹介することにしたい.

火山活動の場としての八幡平

改めて説明するまでもなく八幡平は秋田･岩手の県

境にまたがる一大火山高原地帯であってこの北にある

十和田湖を含め十和田･八幡平国立公園(面積35,762ヘ

クタｰル)に指定されている場所である.

ここでとりあげているのは十和田湖を除くいわゆる

八幡平地域であるが概念的には八幡平火山(1,613

m)で代表される狭義の八幡平高原岩手山(2,041m)

秋田駒ケ岳(1,637m)で囲まれた区域とみてよい(第ユ

図).

さてこの八幡平には大小無数の火山がある.'ざっ

と数えても10ほどあるが(第2図)その大部分は第四

紀の中でもいわゆる古い火山であって?現在活火山と

して取り扱われているのはわずかに岩手山秋岡駒ケ岳

焼山の3山にすぎない.もちろんこのように火山の

密集地帯だけあって噴気･温泉等の地熱徴候もまた少�



なくない.その数は約25に達しその中の13ヵ所は噴

気孔や水温90℃以上の温泉をもつ地域であるからま

さに日本の地熱のメッカと呼ばれてもその名に恥じない

場所ということができよう(第2図).

さてそれではなぜこの八幡平にこれほど多くの火山

が密集しているのかという疑問が生まれてくる.東北

日本の脊梁山地に沿って点表と第四紀の火山カミ分布して

いるがこの地帯ほど火山がよく集まっている場所はほ

とんどない.結局これは火山カミ生成しやすい地質

構造上の条件に深いっながりがあるということになるの

であろうがそれでは地質構造上の条件とは何かという

問題が引き続き浮かび上ってくる.

この点についてはこと八幡平に関する限りまた定説

がないようである.もちろん日本各地の火山と基盤

構造との関係についても今までのところあまりはっき

りした意見が述べられていない.その理由の1っとし

て八幡平のように第四紀の新しい火山におおわれている

ところでは熔岩や火山噴出物などによって広大な地域

が埋めっくされ基盤岩層の分布や構造が神々つかみに

くいという点がわざわいしているためであろう.まし

て日本列島の骨骨各をなす基盤の花開岩まで含めた深部

構造の問題になると全くお手上げといって過言でない.

そこで八幡平付近一帯を含む広い地域内で地層の

分布や断層の分布などからなにか基盤の深部構造を暗

示するような特徴がみられないものかという考えが浮か

んでくる.

このような考え方を検討するためにはできるだけ広

い範囲の地質図が欲しいのでここでは20万分の1の｢秋

田図幅｣を参考にしてみよう(第3図).

まずこの付近一帯の地質状況をみると古い花陶岩が

八幡平の南側に北西一南東の方向をとって露出し主と

してこの地帯に大荒層とか大又層と呼ばれる下部の緑

色凝灰岩層や大石層として分類された上部の緑色凝灰岩

層が分布する.これから上部の地層は花闇岩や緑色

凝灰岩類で構成される地帯を境としてその西と東でそ

の分布がかなり異なる.西側のものはいわゆる裏目本

の石油地帯に広くみられるものの一部であるが東側で

はむしろこの西側の分布から隔絶されたよう荏状態で八

幡平地域の外縁部にしか見当ら担い.しかもこの地層

は裏目本の船川層相当の地層が大部分を占めその前後

の地層の発達は良好でない.代りにこの地層を被って

熔結凝灰岩が八幡平火山地域の周辺に広く分布すること

が特徴的である.

このように船川層相当の地層カミ八幡平の周辺にしかみ

られずかっその広がりが前記の花開岩地帯に平行して

北西一南東方向に延びることは緑色凝灰岩堆積以後の

基盤の運動を暗示する意味で注目を引く事柄のように思
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われる.すなわち緑色凝灰岩の堆積後にこの地帯全般

カ漉化したにもかかわらずその地帯の中に船川層相当

の地層が堆積するような環境すなわち窪地が取残され

たことを意味するからである.この凹地が陥没によっ

て生じたものかどうか分らないがともかく基盤の造構

造運動に関係ある地質現象と考えて筋の通らぬ話ではな

い.さらに引き続きほぼこの地域をおおって熔結凝

灰岩の分布をもたらした第三紀末期の火山活動そして

第四紀に入ってから旺盛をきわめた八幡平一帯の火山

活動という系列を組みたててみると北西一南東方向に

潜在する基盤の断裂帯が直接間接八幡平地域の地質条

件を規制する上に見逃せ恋い因子の1っであるように

思われるのである.

一方東北大学の北村信助教授の調査によればこの

八幡平一帯で上記の北酉一南東の方向性に加えて北東

一南西方向に走る構造線が幾つか追跡されるという.

この事がらもまた基盤の深部構造を反映するあらわれの

1つとみられるのであるが結局今まで述べてきた話

を取りまとめてみると八幡平地域が火山活動の場とし

てわれわれの注目を引く裏には幾つかの理由がひそん

でおりとくにこの地域は花開岩を含む基盤に発達した

2方向の構造帯あるいは断裂帯の交差した地帯に当り

火山活動の開始に先立って凹地であったという形跡が残

されていると要約できる.

はたしてこのようた深部構造をと一るものかどうかは

今後地質調査のみならず重力探査などでチェックする

必要があるが一応このよう枚見方がなり立つものかど

うかにっいて､なお広域的に他の火山･地熱地帯を検討

してみることもあながちむだとはいいきれずむしろこ

のよう校作業仮説の中から問題を解く手掛りが得られる

可能性が大きいように思われるのである.

地熱活動⑳場としての八幡平

八幡平が東北日本のみならず日本全体でも代表的

枚第四紀火山の密集地帯であるこ1とはすでに述べた.

従ってこれらの数多い火山の生成に結びつく砦漿の活動

が八幡平を同時に地熱活動の場として出現させたこと

も考えてみれば別に不思議狂ことでは姑･､

ただ八幡平一帯に分布する噴気1温泉灘がどの火山

を熱漁をしどのよう松地質構造抵いし地質条件の下で

その分布が規制されたかという問題になると事態は

そう簡単なもので狂くなる.

しかしいずれにせよ八幡平の噴気1温娘緯をなんら

かの形で分類して示した方が八幡平の地熱活動を理解

十る上に便利なようぽ思われるので§万分の1地質図

幅｢八幡平｣に示された火山の区分けにしたがって火

山活動と噴気･温泉灘とのっ桂カミりを次のような形で

分けてみることにする(第2区および第3図).

さがぴ

焼山火山に伴うもの…･焼山頂上の噴気*･玉川*･叫沢*

ふ`ナ

梅森火山に伴うもの…･後生掛*･蒸湯*･新山沢*･大沼*･澄

川･赤川･下トロコ･上トロコ*･銭川

八幡平火山に伴うもの…･藤七*･安比

丸森火山に伴うもの…･松川

犬松倉火山(?)に伴うもの…･滝の上*

あみば｡

大倉火山に伴うもの…･縄張*

新岩手火山に伴うもの･･一兎ケ城の噴気*

荷葉火山に伴うもの…･大釜*･空噴*･黒湯*･孫六･蟹場･鶴

の湯

秋田駒ケ岳火山に伴うもの…･国見

注)1この他熊沢川の下流(銭川の下)に志張玉川の中流

に鳩湯があるが熱源とのつ恋がりは明らかで恋い

注)2*は噴気･高温温泉地域

これらの噴気･'温泉群と基盤の地質構造とがどのよう

な関係にありいかなる条件の下で地表に湧出するに至

ったかという点にっいてほとんど未解決のまま取残され

ている現在これ以上立入って論議することができない

がこの問題は結局各地域における調査研究の集積

によって漸次明らかにされるものと思われるのでこ

こではこれまで知られている幾つかの地域についての

地熱に関する情報や問題点を紹介し今後の参考に供し

たいと思う.

きかぴ･ぎわ

玉川･叫沢

八幡平国立公園の西北側にあり活発な地熱地域である.

玉川温泉はわが国でも珍しい塩酸酸性の温泉であって

通称大噴と呼ばれる湧出口から流れ出る熱湯が玉川毒水

の名で下流の田沢湖や水田に悪影響をおよぼした語は有

名である.またラジウムを含む北投石の産地としても

知られている.玉川温泉は地熱の場所というよりそ

の水質に特徴あることから地球化学的研究の対象となり

これまで多くの研究結果が発表されている咀地熱開発

という立揚からみた揚合塩酸を含むよう匁火山性温泉

の場所では彪して利用に耐えられるような地熱産物が

得られるか竺うかが大慧匁閥題であろう圭

叫沢はごの盃川の北東側にある噴気地域でおそらく

玉川混泉と同む地熱活動紀繭来するもρとみられる1

これまでこの地域の地熱開発調査はほとんど行なわれ

ていなかったが次に述べる後生掛蒸湯と併せて三菱

金属株武会杜が今年から基礎調査のための斌一リング

をおろす予定であるからその結果をみまもることにし

たい.�



後生掛･蒸湯･澄川

焼山を中心として玉川･叫沢の反対側に後生掛･薬

湯･新山択･大沼･澄川等の一群の噴気地帯がある..

花輪線の八幡平(旧小豆沢)から玉川温泉に通じる自動

車て道路から離れやや奥まったところに位置するため

かっここへ行くには徒歩によらざるを得なかったが最

近有料道路が出来上り座ったままで後生掛･薬湯まで

足をのばすことが可能になった.将来この道路は八幡

平を越えて松川に通じるという.ここは八幡平国立公

園の中でも特に客の誘致に熱心なところであるがそれ

だけに泥火山の存在や八幡平登山の基地として知られ

ているのみならず焼山から玉川へ抜ける山道玉川へ

通じる自動車道路に沿う新緑や紅葉時の眺めにはすばら

しいものがある.

地上における熱徴候の分布からみてもこの地帯に包

蔵される地熱資源の豊富なことは容易に想像されるが

これまでその場所カミやや不便なことがわざわいしてほと

んど地熱の調査カミ行なわれずにいた.しかし三菱金

属株式会杜が亜鉛の製練用電源として八幡平地域の地熱

に着目し一昨年から後生掛･蒸湯を含むこの地域一

帯で地質調査物理探査を行抵い近くテストボｰリング

をおろすはこびに放っている.

ただこの地域は国立公園に指定されているため自然

保護のたてまえからすれば大幅に自然の風致をそこね

ることカ堵克られるので厚生省でもボｰリングの実施

に対してきわめて慎重な態度をとり昨年一年ボｰリン

グの許可申請について再三検討会を開いたものの結論を

得るまでに至らなかったが近く回答が出される模様で

ある.従って三菱金属も昨年はボｰリングによる調査

を見送らざるを得たかったカミ今年はこの地域にメスを

入れることになろう.

後生掛､薬湯地域における地熱の問題はやはり地熱

の在り方すなわちどのような地質条件のところに地熱

が貯っているかということになるように思われる.こ

の地域は焼山火山八幡平火山の熔岩や火山噴出物にお

おわれているため基盤の地質構造がなか祖かつかみに

くいという難点がある･すなわちこの地域に接して北

側の熊沢川に沿って下部の緑色凝灰岩層が露出し玉川

支流の湯田又川沿いに上部の緑色凝灰岩層に相当する地

層が小範囲顔を出しているに過ぎない.また5万分

の1地質図幅｢八幡平｣を開いてみると滝の上松川

でみられる船川層相当の山津田層はこの付近では欠除

しているようであり松川で地熱の貯溜層の役目を果た

した玉川熔結凝灰岩もこの地域まで広がっているかどう

か疑問である.

そうなるとこの地域は緑色凝灰岩層の上に焼山火山

八幡平火山の熔岩や噴出物がおおうという単純な重なり

具合になってしまうがいずれにしても有力な地熱が得

られるかどうかは基盤の緑色凝灰岩の中の地質構造い

かんにかかっているよう抵感をうける.

いずれにしてもこの地域は八幡平の中で地熱の豊富な

場所の1つと考えられているところだけに三菱金属株

式会杜の今後の調査に大いに期してまっべきものがある.

藤七

樹氷で名高い冬の八幡平の話題に必ず出てくるこの藤

七温泉もまた噴気地域であって標高1400㎜の高所にあ

る｡かつて松尾鉱山が宿舎に引く温泉を造成するため

この付近の地熱を利用する目的で数本のボｰリングをお

ろしたことカミある.

もちろんこの付近一帯は全く八幡平火山の熔岩にお

おわれたところなので地質状況の詳しいことは分らな

いが一見かなり広い範囲に地熱が包蔵されているよう

にみえるのでさらに詳しい調査を行なってみる必要カミ

あろう･ただ場所カミ不便なことが欠点である.

後生掛温泉の泥火山金最

後生掛の泥火山�



か島ぶき

大釜･黒湯･空噴

八幡平国立公園の南に近く田沢湖のちょうど北東方

向に当るところに一難の噴気･温泉群がある.この地

熱地域は荷葉火山と秋岡駒ケ岳との境に入りこんだ谷間

に位置するため両火山の噴出物崖錐さらに段丘堆積

物等で厚くおおわれ基盤の船川層相当の第三紀層がほ

んのわずか露出するに過ぎない.したがって地質構

造もつかみようにも放い有様である.

この地域についてはまだ詳しい調査が行肢われていな

いので地熱の規模についても推測の域を出ないが1大

釜･黒湯･空噴等を含む噴気地帯がかなり広汎な範囲に

広がっており今後の調査に期待のもてるところである.

うえ

滝の上

岩手山の南側に美人の産地で名高い雫石という町があ

る.北上川の支流の雫石川はさらにここで二股に分か

れその1つは岩手山の南麓に沿って深く北方に流路を

刻み葛根目ヨ川となる.

滝の上の地熱地域はこの葛根剛11上流の鳥越の滝と

呼ばれる高さ15mほどの滝のすぐ上にあり場所の名を

とって滝の上と名づけられたという.

この地域は雫石の町から約20km離れておりその

昔はバスを利用しても8k㎜は林用軌道に沿って歩かね

ばならぬという僻地であったため湯治の人や八幡平を

縦走する登山家しかその名を知らぬほどわびしい温泉地

であったが松川の開発調査が始まるや否や調査する

者にとってはこの場所を注目せざるを得なくなった.

というのはこの滝の上の地域では船川層相当の第三

紀層やそれをおおう熔結凝灰岩が川沿いに広く露出し

しかも噴気･温泉群はこの第三紀の海成層の中から盛ん

に湧出しているためである.いいかえると松川の地下

に潜在する地層に関しての情報が大部分この滝の上の地

域から得られるという有利さえ備えていたからである.

昭和33年以来筆者らはこの地域の調査を続けてきたが

ここでは細かい説明は抜きにしてその要点だけを記そう.

すでに述べたようにこの地域は山津田層とその上の熔

結凝灰岩から放り断層を伴う背斜構造で特徴づけられ

る.船川層相当の山津田層は上から頁岩砂岩凝灰

質砂岩礫岩そして硬質頁岩と大別されるがどの岩

相も堅くしまっており帯水層の役割りをはたすほど空

隙率は高くない.構造は複雑で北西一南東北東一

南西方向に卓越する2方向の背斜軸や断層が入り組んで

発達する.地域の南側すなわち北東一南西方向の構造

が発達するところに噴気地域があり滝の上温泉の聚落

もここにある.温泉は至るところから湧出しとくに上

流の河岸から沸騰した温泉が点々と流れ出ている.ざ

っと数えて90個所の湧出地点が確認されていることから

みても地熱活動の活発さは察してなお余りあるものが

あろう.

このように滝の上地域の地熱は第三紀層の中にた

くさんの地熱徴候をもつということで特徴づけられるが

これらの地熱徴候の分布と地質構造との関係を調べる目

的で深度30mの孔を掘り地下温度の測定結果から孔底

温度の分布状態を示したのが第4図である.

この孔は全部で50本ほどになるが場所によって必ず

しも30mまで振れてはいないので正確に深さ30mに

おける温度分布図ではないが130℃10ぴCの等温線を

画いてみるとこの地域を特徴づける背斜軸に沿って高

温帯が広がっていることが非常にはっきり出ている.

しかもたかだか30m程度の深さで最高1410Cを記録して

いるので高温の熱水が地表でごく浅いところまで近づ

いていることも察するに難くない.

結局滝の上地域は後で述べる松川たどと違って背

斜軸やそれに伴う断層の破砕帯に沿って地熱が貯えられ

しかも帽岩をもた鮎･よう放場所であるといえる.こ

のようなところでは地熱の溜りになる破砕帯の規模が小

さければおそらく開発しても量を得ることに余り期待

がもてないように思われるが滝の上の場合には東側

西側の高温帯がいずれも広い範囲を占めているので上

で述べたよう柾心配はまずないとみてよい.

しかしいずれ地熱の在り方と地質構造との関係を確

かめかっ噴出した熱水なり蒸気狂りがどの程度の量を

もつかを調べるためにはどうしてもボｰリングをおろ

してみる必要がある.地質調査所では早くからこの

地域でテストボｰリングを行なう予定でいたが前にも

書いたようにその当時まだ機械の運搬が困難なほど

道路が整備されていなかったので当分見送りにたって

後生掛の泥火山�
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第4図滝の上地熱地域地下温度分布図

いたところ昨年温泉まで広い道路カミてきたので昭

和42年度には深さ500mくらいのボｰリングをおろすこ

とが計画されている.

滝の上は地熱活動の点において松川や後生掛に負け

をとらぬところである上に幸い比較的地質構造のっか

みやすい第三紀層の中に地熱が貯溜されているところで

あるから今度ボｰリングをおろしてみれば実際開発で

きる場所であるかどうか知る上にかなりはっきりした

見通しカミ得られるであろうしもしその結果がよければ

キャップロックをもたない地熱の場所という意味で新し

い地熱地域の型の1っになるかもし粋ない.

松川

松川についてはこれまで何回も報告されているので

改めてくどくど書くことは止め発電所の運転カミ始まっ

た昭和41年10月当時の模様と生産井4本の資料から得

られた松川の地下構造さらに今後の問題点などを主

として地質の立場から述べてみることにしたい.

4本の生産井はすでに昭和40年9月に掘り上り(第

5図)20,000kW発電の見通しがたったのでその秋か

ら地上設備の建設に移り工事は着々と進行した.もち

ろんその裏には発電所や冷却塔の基礎固め変圧器だと

の重量物運搬にまつわる苦心談など数え切れぬほど多く

ともあれ

をしたことは

祝福すべき事柄といっていいであろう.

さてそれでは松川の地下構造はどうなっているので

あろうか.

これまで掘られた4本の生産井(深度945～1500m)

のコアを整理すると松川の地下は上から松川安山岩

玉川熔結凝灰岩層山津同ヨ層緑色凝灰岩層の順に重な

っていることが分る(篤6区および第1表)､

このうち松川安山砦は厚養が160mほどあり松川の

上流や支流の赤川沿いではひどく変質作用をうけている

が生産井を掘りた付近紀扱ると比較的岩石が新鮮であ

り凄だ孔底温度も低くその下の圭川熔結凝灰岩に近づ

く頃から急紀温度が上昇する稻この説明から判るよう

紀松川安山岩は開発地城に関する限りいわゆるキャップ

ロックの役割りを果たしているといえる吉松川にはも

ともと地熱の徴候が少なかったとごるであるがこのこ

ともこのよう扱仕線みに粗っていたと考えればよく

観解できるで勅るう由

次の玉川熔結凝灰岩は厚さが約800mという厚いもの

で総じて上部は比較的凝灰質の岩石からなり下部はよ

の苦労が秘められている.

かくして地上設備の方も昨年の夏頃には完

成したカミたまたま3号井のケｰシングに亀

裂が生じるという不慮の事故が発生し急拠

その改修工事を行なわざるを得なくなった.

また4号丼も原因不明のまま期待する程の量

が得られない状態であったためとりあえず

1号井2号井の蒸気だけを用い昭和41年

10月8目から9,000kWで営業運転を開始

10月12目に発電所の竣工式を行なって目本で

初めての地熱発電がここに実現したのである.

その後3号井の改修も順調に進み昭和

42年に入って間もない1月20目噴出に成功

その結果によると少なくともかつての1号井

程度の量は下るまいという話である.

問題は4号井であるが掘削当時の記録か

ら判断すると温度地質条件ともに他の3

本の井戸と大差カミ榊･のでかなりの量を噴

出する筈であるにもかかわらずまだその噴

出量は十分とはいえない.目下その原因

を究明中であるカミ逐次量が増してきてい

るのでいずれ3号井と共に近く戦列にに加わ

ることになろう.

目本の地熱発電もいよいよ世界の仲間入り

これまでの苦労カミ実を結んだことであり�



く熔結した堅い熔岩状の石英安山岩からなる･かつて

松川でAR-I(深度325m)BR-1(深度450m)とい

う井戸を掘ったことがあるがこの程度の深さでは凝灰

岩が大部分を占め浅い地下水の影響圏内にあるという

悪条件に加えて凝灰岩が変質して粘土化しむしろ不透

水層に転じたという理由もあって結果的に蒸気を得る

までに至らなかったという例がある.しかし滝の上付

近の露頭から推定すると450㎜から下に堅い石英安山

岩がくる筈でありかつAR-1BR-1でもクラック

はむしろ堅い岩層の中にあることが電気検層の結果など

から判ったのでその後に掘ったBR-2を深度570mま

でのばし安定した蒸気を褐牟のである.この結果か

らさらに下部を振れぱもっと多くの蒸気が得られるであ

ろうしその下の山津田層にも熱水が貯溜されている可

能性カミ予測されたので生産井を掘るに当って深度1200m錦5図生産井位は図

は必要であろうという数字が生まれたのもこのような

鴛竈膿㌫左1島1体1㌶打題鴛箒鴛肌よ燃疏

;1鴛溢:ζ狐1二㍗箏露裁㍍嚇

その後実際に玉川熔結凝灰岩層の中を抜いてみると松川安111撒固紬舳燃蹟事石安1I1村

1箏烹薫鶯111㌧憤樽帯∵)

�

耕帥川三ツ石1111

､;1二11拶ジ…下戸山北ノ又川

=警銭糞墾錠畿縫'滋今縫堕

卿

PL_⊥__L｣㎞

満水準

�

第6図松川地熱地帯地質断面図

松川地熱発電所と(右)冷却塔(高さ46m直径45m)

松川地熱発電所のパイプ･ライン�



飾1表松川地熱地帯層序表
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目のクラックが発達しその中に地熱が広がっていると

いう考えは決して間違いではなかったことが証明され

たのである.

しかし玉川熔結凝灰岩層は火山性の厚い累層であるか

ら各の井戸での対比は容易でなく地質構造をつかむ

ことも困難であったカミその下の山津田層まで掘一り進め

たことによって松川の地下構造を解く手掛りが初めて

得られたといって過言でない.というのは山津田層

は海成の堆積物であるから主として黒色頁岩や砂岩･

頁岩の互層からなりコアの上で他の地層とはっきり区

別できたからである.

ところで山津田層までの深さであるが実際に掘って

みると各の井戸でみなその深度が異なり松川をはさ

んで比較すると北側より南側あるいは西側の方がより

深くなるという事実が知られた､もっとも2号井だけ

は山津田層まで達していないが岩質上の特徴から山津

田層の直上まで掘り進んでいると考えられるので実質

的には玉川熔結凝灰岩層の底とみてよい｡また1号井

では山津田層を全部掘り抜かず黒色頁岩層の中で掘り止

めにしている.

結局山津田層の厚さの確かめられたのは3号丼と

遂号井とであるが前者ではその厚さ2脚後者ではそ

れよ一り厚いといってい00剛ζすぎ鮎･､滝の上地城

に露出する山津田層の厚さは少なくとも400蝋以上に達

するという厚いものであるが松川ではそれに比べはる

かに薄い.これはすでに述べたようにこの船川層相

当の地層が八幡平地城一帯に堆積した時松川付近はこ

の堆積盆地のヘリに近かったためであろう.

さて山津目ヨ層までの厚さが削れば次の疑問は山津田

層上面の形がどうなっているかという点である.ただ

ここで問題になるのは玉川熔結凝灰岩層と山津田層と

の間の関係であるが滝の上地域では平行不整合である

からこの両者の地層の傾斜が削れば山津囲層までの

深さの違いもたんに傾斜に沿うためのものかあるい

は断層の存在によるものなのかという判断が可能になる.

第7図は山津田層上面の地下構造図を画いたものであ

るカミたとえ傾斜に沿うものにせよ断層が存在するに

せよV'ずれにしてもその走向は第7図のコンタｰラ

インに平行して走ると考えることができる.

誘は元に戻り再び山津田層上面の形の問題に抵るカミ

それを判断する手掛りは今のところ玉川熔結凝灰岩のコ

アをおいて他にない.しかも注目すべきことは前に

も書いたようにほぼ水平に近い熔給面がその中でみら

れるということである.もしこれが正しいとすれば熔

結凝灰岩は水平に堆積したことになり山津岡層上面ま

での深さの違いは各井戸の間に断層がありそのズレ

によって生じたとしか考えられない.いいかえると

現在の松川沿いに断層破砕帯カミあり相対的に地層は歯

あるいは酉落ちになっているという考え方である.こ

こでまた1つ問題が生じる.というのはそれではこ

の断層は正断層なのか逆断層なのかという点である.

前者であれば断層面は歯あるいは酉に傾斜することにな

り後者であればその逆になる訳であるがこの点につ

いては今のところ全く手掛りがなく今後の解決にまた

ざるを得ない.

このように松川沿いには断層帯が存在するという考

え方が強く浮び上ってきたのであるかもしそうである

とすれば第7図から明らかなようにN75個の方向とN65

.W方向に走る2つの構造の向きが交叉する部分もまた

五つσ)弱帯に汰る可能性が生れてくる.それが1号井

と邊号外を結ぶ方剛ζなることは図の上からすぐ判る事

がらであるがこの爾井とも噴出量がきわめて多いこと

はい業上で述べた推定ぽ符合しているためかもしれない.

次に問題は江崎嗣層自体の問題に移るのであるが

その前ば掘進申における逸泥現象について少し触れてお

かねばならない､孔を掘る時おもにスライムを運び

出す冒的で(地熱粋の揚含には孔内の冷却の役目もかね

禽勇)せて)一般に濃い泥水を循環水に使うのが普通であ

る音とこるが掘削中しばしば循環1水が孔内から洩れ

ることがある｡これはおもに岩盤中にキレツがあって�



そこから逸泥するためであるが場合によっては循環水'

が上までもどってこないほど多量に逃げることがあり

これを全量逸泥と呼んでいる.

このような逸泥現象から逆に岩盤中のキレツの個所

を知ることも可能であって地熱のボｰリングでは特

に注意深く逸泥個所を抑えようと努力している.説明

の途中なぜこのような講を持ち出したかといえばそれ

は1号3号4号のように松川沿いに掘った井戸は何

れも山津田層の中あるいは山津田層と上の熔結凝灰岩

との境界付近で全量逸泥が起きているからである.も

ちろん各井戸とも逸泥個所は何個所もあり特に山津田

層の中だけとは限らないカミ全量逸泥するほど多量に泥

が逃げたのは山津田層近辺にたってから起こるという

ことに注目すべき何物かカミあると考えられるのである.

しかも逸泥の量の多寡がクラックの規模の大小に関係あ

るとすれば山津田層および山津田層と上の熔結凝灰岩

層との境付近の地層中に非常に透水性の大きなクラック

が発達していると考えられる..もちろん山津岡層そ

のものは大部分黒色頁岩を主体とする地層であるから

もともと帯水層といえるようなものではなかったのであ

ろうが上で述べた断層破砕帯の範囲に挾まれた部分の

山津田層は断層運動の際特に破砕されやすくサク層の

ような透水屑紀なったのかもしれない.いずれにして

も山津閨層に入ってからの逸泥個所が逆に多量の蒸気

を噴出させるも当に放っているはずであるから少なく

とも現在の開発地城内ではこの山津田層が有力な地熱

の貯溜層に当るとみて大きな間違いは狂いと思われる.

2号井の場合は特に著しい逸泥個所は放かったが噴

出後漸次蒸気量が増加するという現象を呈したことから

考えると噴出申に孔底と山津田層の貯溜層との間に通

路ができたということも考えられよう.

この貯溜層に送りこまれる熱水ないL蒸気はもともと
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断層破砕帯を通路として下方から供給されたものであろ

うが実際掘さくしてみると山津田層の下部に当る緑

色凝灰岩層の中ではほとんど逸泥個所が認められない.

松川の地熱の主体が浅いというよりむしろ1000㎜前

後という深いところにありしかもその深さでの温度が

26ぴC前後という高湿を示し婆の井戸もほとんど失敗

なく多量の蒸気を偽ることに成功しだということも考

えてみればどの井戸も断層そのものにうまく当ったと

いうより{津困層の貯溜層が断層破砕帯の中に水平的

に広がっていたというきわめて有利抵条件が幸いしたを

いうことができよう,もちろん熔結凝灰岩の中の横

の割れ目も無視する訳にいか扱いがもしこの横の割れ

目だけから蒸気が傷られたとしてもδ0トン/時とか60

トン/時とかいう世界の平均値を上回る量が得られるか

どうかは疑問である珪

第8図に模式的植松川の地下構造を示したカ裏地熱の

在り方は一見イタジァのラルデレ減のそれに似ている

ようにみえる宮それだけに今後断層破砕帯の広がり

を追跡し山津嗣層までのテストボｰリングを行枚ってみ

ればこれからまだまだ地熱の開発は可能であるという

楽しみがあろうというものである.

以上八幡平の地熱の概要を説明したがすでに開発

地域として名乗りを上げた松川においても今後さらに

外側に開発の範囲を広げて行くことに抵るであろうし

これから手をつけようとする後生掛滝の上もまた松川

に勝るとも劣らぬ有望枚地域の感がある.さらにま

た十分調査が行たわれていないとはいえ黒湯一帯も有

力な候補地域に数えてもいいであろう.

たまたま八幡平は国立公園の地内に入るため自然保

護法に抵触する面も出てくるが自然の景観を損なうこ

となくかっ産業観光的た長所を取り入れて将来この

地帯が第2のラノレゲレロになる目が近いことをおおいに

期待して止まないものである.

第8図模式地下断面図�
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松川に関する事がらとしてはこの他変質帯の問題や

噴出物の化学成分上で述べた破砕帯の生成と火山活動

との関係だと桂お多くの問題が残されているが紙数が

つきたので

にしたい.

これらについて亭ままた折をみて触れること

(筆者は応用地質部環境地質課長)

早川部長･中村課長

毎同工業技術1灘受1灘

早川正巳物理探査部長と中村久由環境地質課長は昭和

41年12月22目｢地熱発電技術の企業化｣の研究業績で

東化工株式会杜の富岡重患杜長と共に毎日工業技術賞を

受賞した.申請は23件あったが技術の実用化普及

の実情経済的な効果などの観点から検討が加えられ

上記のテｰマについては以下次の理由すなわち昭

和33年以来岩手県松川地域で東化工株式会杜と地質調査

所が地熱発電技術の完成を目指して研究に着手地熱

貯溜層の状態を明らかにすると共に地熱井掘削技術を開

発し4本の生産井によって毎時200トンの地熱蒸気を

得る見通しがっき昭和41年9月には2万kWの地熱発

電所が完成した.

このように地熱発電技術がわカ洞で確立されたこと

は今後ますます産業の発達によるエネルギｰ需要を蒲

たす上にきわめて重要た意義をもつ点が評価され今回

選衡されたものである.

毎同工業技術賞を受けた単川亜目物理探査部長

(左)と中村久由応用地質部環境地質課長(右)

賞状およびト目フィｰ(中村課長も同文)

･窯業協会

1.昭和42年3月6目(月)～ユ1

日(土)

2.X線の応用に関する講習会

3.名古屋市工業研究所(名古

屋市勢閏区六番町3-24)

4.5.東京都新宿区百人町3-

㌳�

窯業協会

Te1東京(03)一362-0551

･日本第四紀学会

1.昭和42年2月4日(土)一5目(日)

2.ユ967年総会および研究発表会

3､東京教育大学(文京区大塚3-29-1)

4.5.東京都文京区東京犬学理学部地理学教室内

目本第四紀学会

･日本鉱山地質学会

1.昭和42年4月18目(火)一20目(木)

2.第4回理工学における同位元素研究発表会

3.国立教育会館(千代囲区霞ケ関2-4)

4.日本地質学会第43学協会共同主催

5.東京都文東区駒込2丁目28番45号

日本放射性同位元素協会内

理工学における同位元素研究発表会運営委員会

Te1東京(03)■946'7111

〔注〕

1･開催年月間2･会合名3･会場

4･主催者5･連絡先

なお掲載順位は原稿到着順�


